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■ 佐賀大学「かささぎ奨学金」がスタート  
 佐賀大学は、成績優秀な学生に年額３０万円を支給（給
付型）する「かささぎ奨学金」をスタートさせ、在学生に
対する平成２３年度授与式が１１月９日に行われました。
この奨学金は、成績優
秀な学生に経済支援を
行い、愛校心に溢れた
優れた人材を育成する
ことを目的としたもの
で、今回は、３４０人
から申請があり、全学
で４７人、そのうち医
学部からは授与式で学
生代表をつとめた医学
科６年鳥崎哲平さんを
はじめ８人の学生に授与されました。 
 また、平成２４年度からは新入生を対象とした予約型の
奨学金（年額３０万円で給付期間は原則として在学期間）
が開始され、在学生に対する奨学金は学年進行とともに終
了する予定です。          （学生サービス課） 
 
■ 医学部学生表彰（医学部長賞）の選考対象が変更  
 従来から実施されていた医学部学生表彰（医学部長賞)
の取扱いについて、その選考対象が次のとおり変更されま
した。 
 特に学業成績優秀者に対する表彰対象が拡大されました。
学生の皆さんは、今まで以上に学業に励んでください。 

1. 学業成績優秀者に対する表彰 
 卒業生に対して医学科、看護学科各１人を表彰して
いましたが、全学年にわたり医学科各５人、看護学科
各３人を表彰することとしました。【対象者の拡大】 

2. 課外活動の成果に対する表彰 
 対象となる大会等の範囲等を「西日本地区大会等規
模以上の競技会、展覧会又は公演会等に出場、出展又
は出演し、優勝（これに相当する賞を含む。）した場合」
と明確に定めました。【対象範囲の明確化】 

3. ボランティア活動、人命救助、火災防止等の社会
活動及びその他の行為に対する表彰 
 従来と同じ取扱いとします。 

※学業成績優秀者に対する表彰の選考方法等 

             （学生サービス課） 
■ SS＆SVプログラムについて  
 在学中に海外への短期留学を希望する皆さんに朗報です。
独立行政法人・日本学生支援機構が、大学の管理・責任体
制のもとで実施する 3 か月未満の学生派遣（SV: Short 
Visit）、および留学生受け入れ（SS: Short Stay）プログ
ラムに対する支援を開始しました。 
 佐賀大学医学部では、ハワイ大学との交流プログラムが
対象となり、H23年度の申請も採択され、計 8名に支援（8
万円）が得られました。来年度はハワイ大学臨床推論ワー
クショップ（3-5年次 8月・3月、1-2週間）、Kuakini Medical 
Center 臨床実習（6年次・4週間）を申請する予定です（採
択は未定）。 

 これまで、在学中の短期留学については、同窓会からの
みの支援でしたが、これまで経済的な理由でハワイ大学交
流プログラムへの挑戦をあきらめていた人にとっては、力
強い支援です。採択された場合、あらためて通知しますの
で、英語力等の準備を頑張ってください。 
 

 独立行政法人・日本学生支援機構 留学生交流支援制度 
http://www.jasso.go.jp/scholarship/sssv.html  

■ マッチングの結果発表  
 平成 23年 10月 27日 14時、来年度採用予定研修医のマ
ッチング結果が公表されました。本院関連のプログラムは、
37名（定員 61名、マッチ率 60.7%）と最も少なかった昨
年より 12名増えました。二次募集 2 名および自治医大卒
業予定者 2名を加えると 41名で、充足率 67.2％です。今
年は、理科三科目入試のいわゆる一期生が医学科６年であ
り、佐賀県出身者が比較的少ない学年でしたが、これだけ
の人数が残ってくれて、ほっと致しました。 
 マッチングとは、「就職先を決めること」と勘違いしてい
る医学生が非常に多いことがわかりました。確かに、大都
市で開かれる合同説明会を見ると、各病院がブースを出し、
まるで企業の就職説明会です。ただ、大きく異なることは、
有名な研修病院にマッチしても、研修終了後、そこに就職
することは容易ではないということです。研修医の枠と、
常勤医の枠は、全く別扱いです。研修医が多く集まってい
る有名な病院をよく見ると、初期研修医や後期研修医とい
った若手医師と、ベテラン医師しかおりません。今年は、
このような、今まで医学生に十分な情報が伝わっていなか
ったことを、きちんと説明致しました。また、医学生と研
修医や指導医が、気兼ねなく話し合える機会も設けました。 
 広報活動としては、インターネットの検索エンジンに、
「卒後臨床研修」等の単語を入力した時に、佐賀大学病院
卒後臨床研修センターの広告が出るようにし、そこをクリ
ックすると、そのホームページが開くようにしました。そ
の他、県内の研修病院とともに、共通の研修プログラムを
立ち上げ、それを佐賀県医師会報などにも広報させて頂き
ました。 
 研修先の病院の選択で、自大学を選ぶ気持ちにさせるの
は、臨床実習での熱意ある指導と思われます。卒後臨床研
修センターとしては、卒業後だけでなく、卒業前の教育の
充実も含めて、多くの教員とともに取り組んでいきたいと
思います。               （江村，吉田） 
 
佐賀大学医学部附属病院関連初期臨床研修プログラム 

マッチング結果（プログラム別）
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プログラム名称 定員 マッチ者数 空き定員

プログラムA1　（好生館/佐賀大学） 6 6 0
プログラムA2　（佐賀大学/好生館） 6 3 3
プログラムB1　（聖マリア/佐賀大学） 2 1 1
プログラムB2　（佐賀大学/聖マリア） 2 2 0
プログラムC2　（佐賀大学/佐賀病院） 2 2 0
プログラムD1　（唐津日赤/佐賀大学） 2 0 2
プログラムF2　（佐賀大学/高木病院） 2 1 1
プログラムG2　（佐賀大学/嬉野） 2 1 1
プログラムH2　（佐賀大学/社保） 2 1 1
プログラムI　　（佐賀大学/佐賀大学） 27 14 13
小児科特別プログラム 2 2 0
産科特別プログラム 2 2 0
オール佐賀葉隠 2 2 0

全プログラム合計
61

(自治2含)
37 22

対象年次等 選　考　方　法　等
卒業予定者 卒業時の通算（総合）ＧＰＡ
医学科５年次 ３月１日現在での通算（総合）ＧＰＡ
医学科４年次 共用試験の成績
１年次～３年次 ３月１日現在での年度ＧＰＡ


